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１．概　要１．概　要１．概　要１．概　要

1.1　内容変更の権利1.1　内容変更の権利1.1　内容変更の権利1.1　内容変更の権利

MOBA社はこの説明書が正確で最新のものである事を保証します。

しかし我々の最新の技術を維持する為に予告なしで製品及び操作内容に就いて変更を余儀なく

される事があります。

この場合、現状の基ではこの変更によってここに書かれた通りではない事があります。

この為に、もし貴社に損害や損失があっても免責とさせて頂きます。

1.2　梱包と保管1.2　梱包と保管1.2　梱包と保管1.2　梱包と保管

製品は輸送中に破損しない様慎重に梱包してありますが、品物を受け取られたらダメージがな

いか直ちにチェックして下さい。

壊れた兆しが有る場合は使用しないで下さい。

ダメージを受けているケーブルやコネクタは危険ですので使用しないで下さい。

壊れている場合は直ちに取扱店にご連絡下さい。

叉、受け取られてもすぐに使用しない時は湿気や埃の無い所で保管して下さい。

1.3　安全対策1.3　安全対策1.3　安全対策1.3　安全対策

警告（WARNING)

この装置を使用する前には必ずこの説明書をよく読んでください。

不明な点や、質問がありましたら取扱店にご連絡下さい。

安全対策（SAFTY　PRECAUTION)

この説明書で忠告されている安全注意は電機系統の操作に関する基本的規制に基づいてい

ます。

MOBA社製品は全てこの基本的規則に適応しています。

組立て（ASSEMBLY)

ケーブルは純正部品を使用して下さい。

プラグとソケットは、湿気や埃から保護してありますのでケーブルから外さないで下さい。

外すと耐湿性および防塵性が失われる恐れがあります。

叉、コネクタのクランプは十分に締まっている事を確認して下さい。

その他の組立てとセンサーに関する事は添付データ表およびこの説明書を読んで下さい。
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配線（WIRING　AND　CABLING)

ケーブルの配線は説明書の通りに行って下さい。

電源用ケーブルとターミナルは所要の電圧、電流に適した規定のサイズを使用して下さい。

全ての配線はVDE規則、または使用される地域の規則に従って下さい。

妨害から守る安全注意（SAFTY　ＩＮ　ＴＨＥ　ＥＶＥＮＴ　ＯＦ　ＤＩＳＴＵＲＢＡＮＣＥ）

本装置は舗装環境に合わせて開発されそしてテストされていますが、マイクロプロセッサーが

組み込まれている製品は注意して取り扱う事が必要です。

従って次ぎの事に注意して下さい。もしこれを見逃すと後日操作中にトラブルが発生する事に

なります。

　　ー　結線の時、電圧の極性を間違わない事。

　　ー　規定の供給電圧を超えない事。（高すぎたり低く過ぎない事）

　　ー　適切な電源ヒューズで装置を保護する事。

　　ー　配線は出来る限り短くする事。(ループは避ける)

　　ー　負荷･制御回路のケーブルと信号ケーブルは出来る限り分ける事。

　　ー　電流遮断器やリレーのコイルは極力少なくする事。

　　ー　安全確保の必須条件は機械のアースと装置のハウジング間を電気的に正しく接続する事。

　　ー　シールド線は１ヶ所(装置側）でアースする事。

　　ー　本装置用の電源ターミナルから別の装置用に電源を取らない事

　　ー　他の装置用に空いているターミナルは本装置用に使用しない事。

最高電圧（ＭＡＸＩＭＵＭ　ＶＯＬＴＡＧＥ）

指定された最高電圧を超えてはいけません。

特に指定しない限り、いずれか２本の絶縁回路間のピーク電圧、またはいずれかの絶縁回路

とアース間のピーク電圧は各入力電圧または供給電圧の最高以内に制限されています。

叉、ターミナルやコネクタは適切なヒューズで保護して下さい。

ヒューズ（ＦＵＳＥ）

本装置は誤極性や瞬間的に発生するスパイク電圧から保護する為に、適切なフューズを使用

して下さい。

仕様書に記載されている電圧を超えてはいけません。

取り付け（ＣＯＮＦＩＧＵＲＡＴＩＯＮ）

装置はユーザーで取り付けて下さい。

システムの操作条件や舗装現場の条件に従って正しく取り付ける事はユーザーの責任だから

です。
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警報装置（ＡＬＡＲＭ　ＳＵＰＥＲＶＩＳＩＯＮ）

誤動作によってオペレータが怪我したり、システムが壊れたりするような複雑なシステムは別に

警報装置を設置する事を推奨します。

この警報装置は警報が鳴ったと同時にシステムを止めてシステムを保護するものです･

多くの場合、コントローラ本体から警報を取り出すのは適切な保護にはなりません。

爆発地域（ＥＸＰＬＯＳＩＶＥ　ＡＲＥＡ）

本装置は爆発の危険が有る地域で使用する様に設計されていません。

装置の点検（ＦＡＵＬＴ　ＣＬＥＡＲＡＮＣＥ）

装置を点検する前には必ず電源が切れている事を確認して下さい。

叉、装置の点検は設備が整っている別の場所で行なって下さい。

装置を機械に取り付けたままで点検を行うのは大変危険です。

叉、装置の取り付け、取り外しの場合は必ず電源を切って下さい。

相談（ＡＳＫ　ＦＯＲ　ＨＥＬＰ）

装置の操作、取り付けに関し不明な点や質問、疑問が有る場合は取扱店にご連絡下さい。

上記安全対策を見過ごす事で本装置またはシステムの故障につながる事になりかねません。

見過ごしたり無視した為に起きる損害に就いては保証条件ではカバーされません。
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1.4　装置の説明1.4　装置の説明1.4　装置の説明1.4　装置の説明

モバマテックは舗装機械用に開発された自動コントロール装置です。

デジタルコントローラは最新のマイクロプロセッサー技術を採用しておりデジタルインターフェイス

を備えています。

この最新技術により、いろんなセンサーとの組み合わせが可能になりました。

電源を入れると、どのセンサーが接続されているか自動的に識別しデジタルコントローラに

センサーの種類を表示します。

センサーを変更した時は電源投入後にいずれかのボタンを押してセンサー識別をして下さい。

現在使用されているセンサーの種類は次の通りです。

　　重要　：　モバマテックはいろんなセンサーと組み合わせが出来ます。操作はこの説明書の

　　　　　 　　通りに行なって下さい。

　　　　　　　 現在使用していないセンサーについては後日購入された時によく読んで下さい。
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２．センサーと付属品２．センサーと付属品２．センサーと付属品２．センサーと付属品
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３．アッセンブリーと寸法３．アッセンブリーと寸法３．アッセンブリーと寸法３．アッセンブリーと寸法

3.1　デジタルコントローラ3.1　デジタルコントローラ3.1　デジタルコントローラ3.1　デジタルコントローラ

デジタルコントローラは水や埃の無い所で、押しボタンが操作し易い場所に設置して下さい。

デジタルコントローラは垂直に取り付け、コネクタが下に来る様にします。

デジタルコントローラに接続するケーブルはコントローラをブラケットから外さなくても取り外し出

来る様にして下さい。

コントローラの背面にはホルダーが付いています。ブラケットにコントローラを設置する場合は

ホルダーがブラケットに挟まる様に上部から挿入して下さい。

　　　　　　デジタルコントローラの寸法　　　　　　　　　　　　　ＭＯＢＡ製ブラケットの寸法
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3.2　デジスロープ･センサー3.2　デジスロープ･センサー3.2　デジスロープ･センサー3.2　デジスロープ･センサー

デジスロープ･センサーはトランスバース・ビームに4本のボルトで取り付けます。

左右のコネクタにはケーブルが楽に取り付け、取り外し出来るように手が入る様にして下さい。

スロープ・センサーの取り付け方向は、進行方向に矢印を合わせます。

　　　　デジスロープ･センサーの寸法
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3.3　ソニックスキー3.3　ソニックスキー3.3　ソニックスキー3.3　ソニックスキー

ソニックスキーの取り付け方向は次の通りです。

路盤検出　：路盤検出　：路盤検出　：路盤検出　：ソニックスキーはフィニッシャーと平行

　　　　　　　　 に取り付けます。

　　　　　　   　（ソニックスキーで路盤を平均します）

丁張り検出：丁張り検出：丁張り検出：丁張り検出：25ｃｍの幅で丁張りの位置を検知する

　　　　　　　　　よう直角に取り付けます。

ソニックスキーは一般工具で容易に、且つ迅速に

取り付けが出来ます。

センサーの取り付け方法：

１．チューブ(ホルダー）のスクリューを緩めます。

２．センサー上部のピボットをチューブに挿入。

３．センサーを正しい向きにセットする。

４．スクリューでピボットを締めセンサーを

　　しっかり固定する。

センサーの取り付け高さ：

路盤検出、丁張り検出共に基準からの推奨する

取り付け高さは３０～４０ｃｍです。

スケールが無くても、この高さにセンサーが入る

とデジタルコントローラに点灯した数字が表示され、

もし、この範囲から外れると数字は点滅します。

この事で、センサーの取り付け高さが判ります。

ソニックスキーの取り付け高さは基準から３５ｃｍ３５ｃｍ３５ｃｍ３５ｃｍ

を目標にして下さい。
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　　ソニックスキーの寸法　　ソニックスキーの寸法　　ソニックスキーの寸法　　ソニックスキーの寸法
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3.4　レーザー受光器、ＬＳ２５０3.4　レーザー受光器、ＬＳ２５０3.4　レーザー受光器、ＬＳ２５０3.4　レーザー受光器、ＬＳ２５０

レーザー受光器ＬＳ２５０は競技場や空港など広い場所での使用に最適です。

ＬＳ２５０の取り付けにはマストを利用します。

マストを取り付ける最適な場所は材料オーガーの前方でエンドプレートの外側です。

受光器の固定チューブの内径は４５ｍｍです。

受光器はレーザー発光器と受光器の間に障害物が入らない様に十分高さを保って下さい。

叉、レーザーが他から反射して受光器に入ってくるのを防ぐ為に、受光器近くの反射物を避けて下

さい。

ＬＳ250は直線性のレーザー受光器です。

受光器の高さ調整および取り外しは操作が簡単な押しボタン式です。

ＬＳ２５０は簡単に取り付けが出来ます。

１．クランプを緩める。

２．マストに受光器を挿入する。

３．クランプを締め、受光器を固定する。
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レーザー受光器ＬＳ250の寸法レーザー受光器ＬＳ250の寸法レーザー受光器ＬＳ250の寸法レーザー受光器ＬＳ250の寸法
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3.5　スイッチユニット3.5　スイッチユニット3.5　スイッチユニット3.5　スイッチユニット(別注品）

スイッチユニットは1台のデジタルコントローラに2台のセンサーを接続する事が出来ます。

グレードセンサーとスロープセンサーを交互に使用する時など、前もってスイッチユニットに接続

しておきスイッチで切り替えて使用します。

ユニットの背面に取り付ける為の６ｍｍφの穴が２ヶ所あります。

スイッチユニットは水や埃の無い場所に取り付けて下さい。叉、デジタルコントローラの近くに

取り付ける場合は注意して下さい。

コネクタの部分が下に来るように取り付け、また下方にはプラグが引き抜き易い様に十分余裕を

持たして下さい。

スイッチユニットの寸法スイッチユニットの寸法スイッチユニットの寸法スイッチユニットの寸法
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3.6　ケーブルの接続方法3.6　ケーブルの接続方法3.6　ケーブルの接続方法3.6　ケーブルの接続方法

1台のデジタルコントローラは接続された油圧シリンダーを作動させます。

１０Ｐコネクタが付いているケーブルは機械(フィニッシャー）側コネクタに接続します。

１．スイッチユニットを使用しない場合１．スイッチユニットを使用しない場合１．スイッチユニットを使用しない場合１．スイッチユニットを使用しない場合

センサーとデジタルコントローラをケーブル

で接続します。

センサーを変える場合はケーブルも変えて

下さい。

２．スイッチユニットを使用する場合２．スイッチユニットを使用する場合２．スイッチユニットを使用する場合２．スイッチユニットを使用する場合

デジタルコントローラに前もって2台のセンサー

を接続する時に使用します。

右側にグレードセンサーを左側にスロープ

センサーを接続し使用するセンサーを

スイッチで切り替えます。

　　注意　：　スロープセンサーへの接続は、センサーが右側のシリンダーを作動させる場合は

　　　　　 　　右側のコネクタに、また左側を作動させる場合は左側に接続します。

           　　レーザー受光器用は特別のケーブルを使用します。
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４．デジタルコントローラの基本操作４．デジタルコントローラの基本操作４．デジタルコントローラの基本操作４．デジタルコントローラの基本操作

本章ではデジタルコントローラの基本的な操作に関して

説明します。

それぞれのセンサーの説明の中でもセンサーの基本操作

について説明します。

4.1　デジタルコントローラの説明4.1　デジタルコントローラの説明4.1　デジタルコントローラの説明4.1　デジタルコントローラの説明

デジタルコントローラは全ての舗装機械に使用出来ます。

デジタルコントローラには液晶表示と４個の機能ランプと

４個の押しボタンがあります。

4.1.1　液晶表示4.1.1　液晶表示4.1.1　液晶表示4.1.1　液晶表示

見易い液晶表示を採用しています。

表示のサインの意味は次の通りです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲　印上げの出力信号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▼　印下げの出力信号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋　表示

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　表示

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　左上がり勾配(スロープ使用時）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右上がり勾配(スロープ使用時）

(1５)



4.1.2　LED表示4.1.2　LED表示4.1.2　LED表示4.1.2　LED表示

コントローラの出力を液晶表示器の上部にあるLED矢印で確認する事が出来ます。

特に、ユーザーがコントローラから離れている場合、又は日差しの下に立っている時には

大変効果的です。

液晶表示 LED表示 状態 出力機能

基準から大きく 連続上げ出力

外れている

▲シンボルが連続点灯 矢印連続点灯

基準から少し 大きいパルス幅で

外れている 上げ出力

▲シンボルが点滅 矢印点滅

基準から僅かに 小さいパルス幅で

外れている 上げ出力

▲シンボルが点滅 中央線点灯、矢印点滅

基準内にある 出力は出ない

　シンボルの表示なし 中央線点灯

基準から僅かに 小さいパルス幅で

外れている 下げ出力

▼シンボルが点滅 中央線点灯、矢印点滅

基準から少し 大きいパルス幅で

外れている 下げ出力

▼シンボルが点滅 矢印点滅

基準から大きく 連続下げ出力

外れている

▼シンボルが連続点灯 矢印連続点灯

全てのLEDが同時に点滅したら警報状態にあります。

（１６）



4.1.3　機能ランプ4.1.3　機能ランプ4.1.3　機能ランプ4.1.3　機能ランプ

４個の機能ランプは次ぎの機能を持っています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自動ランプ自動ランプ自動ランプ自動ランプ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ランプ点灯：自動モード　　　　ランプ消灯：手動モード

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　矢印ランプ矢印ランプ矢印ランプ矢印ランプ(ソニックスキー使用時）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　基準線の位置を矢印ランプで表示

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　両方の矢印ランプ同時点滅はアラーム状況を示す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丁張りランプ丁張りランプ丁張りランプ丁張りランプ(ソニックスキー使用時）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ランプ点灯：丁張りモード　　　　ランプ消灯：路盤検出モード

4.1.4　押しボタン4.1.4　押しボタン4.1.4　押しボタン4.1.4　押しボタン

操作する押しボタンは４個です。

叉、２個の押しボタンを同時に操作する事で

感度調整やコントロールウインドの

設定が出来ます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上げ/下げ　ボタン上げ/下げ　ボタン上げ/下げ　ボタン上げ/下げ　ボタン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自動モードの時、このボタンでセットポイントを変えます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　手動モードの時、レベリングシリンダーを作動させます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自動/手動　ボタン自動/手動　ボタン自動/手動　ボタン自動/手動　ボタン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自動モードと手動モードを切り替えます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リセット　ボタンリセット　ボタンリセット　ボタンリセット　ボタン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　このボタンを押して出力をニュートラルにします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自動モードにする時は必ずリセットボタンを押して下さい。

(1７)



4.1.5　押しボタンの同時操作4.1.5　押しボタンの同時操作4.1.5　押しボタンの同時操作4.1.5　押しボタンの同時操作

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自動/手動ボタンとリセットボタン自動/手動ボタンとリセットボタン自動/手動ボタンとリセットボタン自動/手動ボタンとリセットボタン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同時に1回押して感度設定をします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同時に2回押してコントロールウインド設定をします。

                                     　  　　リセットボタンと上げ/下げボタンリセットボタンと上げ/下げボタンリセットボタンと上げ/下げボタンリセットボタンと上げ/下げボタン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リセットボタンと上げ/下げボタンを同時に押してセットポイント

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(現在の舗装厚）は変えないでデジタルコントローラに表示されて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いる数値だけを変える事が出来ます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上げボタンと下げボタン上げボタンと下げボタン上げボタンと下げボタン上げボタンと下げボタン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソニックスキー使用時、上げと下げのボタンを同時に押して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　路盤検出か丁張り検出かを選択します。

(1８)



4.2　液晶表示テスト4.2　液晶表示テスト4.2　液晶表示テスト4.2　液晶表示テスト

電源を入れると、デジタルコントローラにテスト用の表示をします。

この時、全てのシンボル表示と同時に全ての機能ランプが2秒間点灯します。

表示しないシンボルがあれば直ちに取扱店に連絡して下さい。

4.3　センサーの識別4.3　センサーの識別4.3　センサーの識別4.3　センサーの識別

電源が入ると、コントローラに接続されている

センサーの種類が2度表示されます。

この間、方向指示ランプが両方とも点滅します。

この後コントローラは自動的に作業モードに

戻ります。

注記：センサーを取り替えた場合右図の様に

センサーの表示を交互にします。

いずれかのボタンを押して認識させて下さい。

センサーを取り替えた場合は必ずチェック

して下さい。

(１９)



4.4　感度調整4.4　感度調整4.4　感度調整4.4　感度調整

舗装状態が変わると感度調整をする必要があります。

調整範囲は１(低感度）から１０（高感度）です。自動モードで舗装中レベリングシリンダーが

ハンチングしてれば感度を下げなければなりません。もしシリンダーの動きが緩慢であれば

感度を上げて下さい。

感度設定の方法感度設定の方法感度設定の方法感度設定の方法

１） ２） ３） ４）

Ａ/Mボタンとリセットボタン ＳＥＳＥＳＥＳＥのサインと入力済み 上げ/下げボタンを押し 作業モードに戻すには

を同時に１１１１回押す。 設定値が交互に表示され て数値を設定して下さい。 A/Mボタン押す。そのまま

ます。 (例：設定値７にセット） でも数秒後自動的に作業

(標準値は６６６６） モードに戻ります。

4.5　コントロールウインド調整4.5　コントロールウインド調整4.5　コントロールウインド調整4.5　コントロールウインド調整(グレードセンサー使用時）

設定した数値以上、突然基準線や基準面から外れたり、障害物が入った場合出力を止める機能

です。この時コントロールウインドのサインを表示し、両方向指示のランプは点滅しシリンダーの動

きを止めます。元の状態に戻ると自動的にコントロールします。

コントロールウインド設定の方法コントロールウインド設定の方法コントロールウインド設定の方法コントロールウインド設定の方法

１） ２） ３） ４）

A/Mボタンとリセットボタン コントロールウインドのサイ数値は上げ/下げボタン 作業モードに戻すには

を同時に２回２回２回２回押す。 ンと標準値が交互に表示 で設定します。 A/Mボタンを押す。その

します。 ままでも数秒後自動的に

標準値は６６６６（±３ｃｍ） 作業モードに戻ります。

(２０)



4.6　表示の単位4.6　表示の単位4.6　表示の単位4.6　表示の単位

表示された数値の単位は次の中から選択します。

CEｎ（センチメートル）、 Inch（インチ）、 Ft（フィート）　

表示単位の設定方法

１） ２） ３） ４）

A/Mボタンとリセットボタン CALのサインと設定された 上げ/下げボタンを押して 作業モードに戻すには

を同時に３３３３回押す。 単位が交互に表示します。 選択します。 A/Mボタンを押す。その

(標準はｃｍ) (例：インチに変更） ままでも数秒後自動的に

作業モードに戻ります。

4.7　油圧タイプ4.7　油圧タイプ4.7　油圧タイプ4.7　油圧タイプ

Moba-maticシステムはあらゆる建設機械に使用出来ます。

４０種類の異なった機械の油圧タイプのデータを保存し、その機械に適した油圧タイプを

選択する事が可能です。

油圧タイプの選択

１） ２） ３） ４）

A/Mボタンとリセットボタン tYPのサインと設定された 上げ/下げボタンを押して 作業モードに戻すには

を同時に４４４４回押す。 数値が交互に表示します。 油圧タイプを変更します。 A/Mボタンを押す。その

(標準は１） (例はタイプ２に変更） ままでも数秒後自動的に

作業モードに戻ります。

（２１）



５　デジスロープ･センサーの操作５　デジスロープ･センサーの操作５　デジスロープ･センサーの操作５　デジスロープ･センサーの操作

デジタルコントローラとスロープセンサーを接続し、電源を入れるとデジタルコントローラにセンサー

のサインを表示します。センサーを初めて使用する時、またはセンサーの種類を取り変えた時は

いずれかのボタンを押してセンサー識別の認識をして下さい。

センサー識別の認識方法センサー識別の認識方法センサー識別の認識方法センサー識別の認識方法

１A) １B) ２）

スロープセンサー認識と スロープセンサー認識と センサーを初めて接続した

右側に接続されている事 左側に接続されている事 、叉は変えた時

を表示しています。 を表示しています。 いずれかのボタンを押して

矢印は両方とも点滅。 矢印は両方とも点滅。 認識させます。

5.1　勾配（％）のキャリブレーション5.1　勾配（％）のキャリブレーション5.1　勾配（％）のキャリブレーション5.1　勾配（％）のキャリブレーション

勾配の（％）設定は最初取り付けた時に1度だけ行う必要があります。

実際のスクリードの勾配（％）は測量器具を使用しデジタルコントローラに合わせて下さい。

下記の例はコントローラの表示２．４５％から実際の値２．３０％に設定する方法です。

勾配（％）のセットの方法勾配（％）のセットの方法勾配（％）のセットの方法勾配（％）のセットの方法（２．４５％から２．３０％に変更）

１） ２） ３）

手動モードにする。 リセットボタンを押して リセットボタンを押したまま

AUTOのランプは消える。 SEtを表示し、測定した値 上げ/下げボタンで

スクリードの測定値を表示 をセットし直す。 ２．３０％にセットする。

もし、スロープセンサーの取り付け場所を変えたり、センサーを入れ替えた時はもう一度

キャリブレーションを行って下さい。

(２２)



5.2　デジスロープ･センサーの操作方法5.2　デジスロープ･センサーの操作方法5.2　デジスロープ･センサーの操作方法5.2　デジスロープ･センサーの操作方法

センサーを取り付けケーブルを接続すると測定された勾配（％）が表示されます。

デジスロープ･センサーの操作方法デジスロープ･センサーの操作方法デジスロープ･センサーの操作方法デジスロープ･センサーの操作方法

１） ２） ３） ４）

注意：

手順3)は極めて重要です

上げ/下げボタン叉はスイ これを怠るとスクリードが

ッチでスクリードを作業位 不安定になったり、

置にセットする。 コントロールウインドの

A/Mボタンで手動モードに (例下図は左上り５．３５％） そこでリセットボタンを押す サインを表示します。

切り替える。 スクリードの勾配がセット

AUTOのランプは消える ポイントとしてセットされま

す。　SEｔ　を　SEｔ　を　SEｔ　を　SEｔ　を表示。

５） ６） ７） ８）

セットポイント

測定値が再度表示しセッ コントローラはセットポイン は上げ/下げボタンで変え 測定値を確認する場合

トポイントは測定値として トとして５．３５％を示しま る新しい値で制御します。 は手動モードにします。

セットされます。 す。コントローラはこの値 (例６．００％） そしてスクリードの傾きを

A/Mボタンで自動モードに になる様制御する。 チェックします。

します。 その指示は上げ/下げ この時はバルブは作動

AUTOランプが点灯。 矢印で表示される。 しません。

感度調整：感度調整：感度調整：感度調整：

自動モードで舗装中レベリングシリンダーがハンチングしたり、動きが緩慢な場合は感度調整を

して下さい。その方法は説明書４．４項を参照して下さい。

(２３)



６．　ソニックスキーの操作６．　ソニックスキーの操作６．　ソニックスキーの操作６．　ソニックスキーの操作

ソニックスキーとデジタルコントローラを取り付け電源を入れるとデジタルコントローラにセンサーの

タイプが表示されます。初めてセンサーを使用した時やセンサーの種類を変えた時はいずれかの

ボタンを押してセンサー識別を認識させます。

センサーの識別を認識するには

１） ２）

　注意：

ソニックセンサーを識別し センサーを初めて接続、又 　ソニックスキーは全ての現場に向いている

そのサインを表示します。 は交換した時はいずれかの　訳ではありません。

両方の矢印ランプは点滅 ボタンを押して認識させま 　用途によってはレーザー受光器やデジロータリー

します。 す。 　センサーを使用する事をお勧めします。

6.1　丁張り検出6.1　丁張り検出6.1　丁張り検出6.1　丁張り検出

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丁張り検出の場合はソニックスキーを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横方向に取り付けます。

丁張りの検出方法丁張りの検出方法丁張りの検出方法丁張りの検出方法

１） ２） ３） ４）

A/Mボタンを押して手動 上げ/下げボタンを同時に 上げ/下げボタンでスクリ ソニックスキーの取り付け

モードにします。 押して丁張りモードにしま ードを舗装高さにします。 高さは基準線から３５ｃｍ３５ｃｍ３５ｃｍ３５ｃｍ

AUTOランプは消灯します。す。丁張りモードのランプ が目標です。

が点灯します。

(２４)



5) 6a) 6b) 7)

両方の矢印が消える位置

（基準線は中央）にセット A/Mボタンを押すと、

します。 AUTOランプが点灯し、

ランプ消灯：基準線は中央 自動モードになります。

ランプ点灯：基準線は端 リセットボタン短時間を押 リセットボタンを２秒以上押

ランプ点滅：基準線は外れ すと、表示数値はワーキ すと、０．０を表示し、

外れた場合はセンサーの ングポイントとして保存さ コントローラはニュートラル コントローラはスクリードを

位置を再調整します。 れ、ニュートラルになる。 になります。 セットポイントに維持する。

8) 9)

セットポイントは上げ/下げ

ボタンで変更します。

変化量は設定された A/Mボタンを押すと手動

値によります。 モードに戻ります。

感度調整：感度調整：感度調整：感度調整：

自動モードで舗装中、シリンダーがハンチングしたり、動きが緩慢な場合は感度の調整が必要

です。　説明書の４．４項を参照して下さい。

コントロールウインド調整：コントロールウインド調整：コントロールウインド調整：コントロールウインド調整：

コントロールウインドはソニックスキーが稼動している時に作動します。

説明書の４．５項を参照して下さい。

(２５)

2,0sec.



6.2　路盤検出6.2　路盤検出6.2　路盤検出6.2　路盤検出

　　　路盤検出の場合はソニックスキーを

　　　機械と平行に取り付けます。

路盤検出の方法路盤検出の方法路盤検出の方法路盤検出の方法

１） ２） ３） ４）

上げ/下げボタンやスイッ

チでスクリードを舗装高さ

A/Mボタンで手動モードに 路盤検出にするには上げ/ にセットします。 ソニックスキーの取り付高

します。 下げボタンを同時に押す。 スタート時のトウポイント さは基準線から３５ｃｍ３５ｃｍ３５ｃｍ３５ｃｍ

AUTOランプは消えます。 丁張りランプが消えます。 がセットされました。 が目標です。

５） ６a） ６ｂ） ７）

A/Mボタンを押すと、

AUTOランプが点灯し、

自動モードになります。

リセットボタンを２秒以上押

両方向矢印は路盤検出 リセットボタンを短時間押 すと、０．０が表示され、

には関係有りません。 すと、表示数値が保存され コントローラはニュートラル コントローラはスクリードを

ニュートラルになります。 になります。 セットポイントに維持する。

８） ９） 　感度調整：

　自動モードで舗装中シリンダーがハンチング

　したり、緩慢な場合は感度調整をして下さい。

　調整方法は説明書４．４項を参照して下さい。

セットポイントは上げ/下 　コントロールウインド調整：

げボタンで変更します。 A/Mボタンを押すと手動 　ソニックスキーを使用する時は、コントロール

変化量は設定された値 モードに戻ります。 　ウインドの調整を行って下さい。

によります。 　調整方法は説明書４．５項を参照して下さい。

(２６)

2,0sec.



７．LS250レーザー受光器７．LS250レーザー受光器７．LS250レーザー受光器７．LS250レーザー受光器

LS２５０とデジタルコントローラをケーブルで接続し、電源を投入するとデジタルコントローラに

センサーのタイプを表示します。

センサーを初めて使用する時やセンサーを入れ替えた場合はいずれかのボタンを押してセンサー

認識を行って下さい。

センサー種類の認識

１） ２）

コントローラはセンサー種 センサーを初めて接続した

類を認識しそのサインを 時、叉取り変えた時は

表示します。両方の矢印 いずれかのボタンを押して

ランプが点滅。 認識させます。

7.1　LS250の操作方法7.1　LS250の操作方法7.1　LS250の操作方法7.1　LS250の操作方法

１） ２） ３A) ３B)

A/Mボタンを押して手動 上げ/下げボタンでスクリ 受光器の中央でレーザー レーザーを受光していな

モードににします。 ードを舗装高さにセット を受光する様に受光器の ければ、受光器のLED

AUTOランプは消えます します。 高さをセットします。 が点灯するまで上下に

動かします。

(２７)



３C) ４a） ４b）

　　　　受光器を低くする

　　　　正しい位置にある

短時間セットボタンを押 ２秒以上セットボタンを

します。表示された 押すと、ＳＥｔを表示し

　　　　受光器を高する 数値がセットポイントと 数値が０．０になり

し記憶されます。 ニュートラルになります。

５） ６） ７）

A/Mボタンを押し自動

モードにします。 セットポイントは上げ/ 手動モードにするには

ＡＵＴＯのランプが点灯 下げボタンを押して A/Mボタンを押します。

コントローラはセット 変更します。

ポイントを維持します。

感度調整：感度調整：感度調整：感度調整：

自動モードで作業中シリンダーの動きががハンチングしたり、緩慢なときは感度調整が必要です。

その方法は、説明書の４．４項を参照して下さい。

コントロールウインド：コントロールウインド：コントロールウインド：コントロールウインド：

コントロールウインドはソニックスキーを使用している時だけに作動します。

設定方法は、説明書の４．５項を参照して下さい。

(２８)

2,0sec.



８．メンテナンス８．メンテナンス８．メンテナンス８．メンテナンス

モバマテックは操作し易い様に開発されています。

パワーケーブルも慎重にダメージや汚れなど検査してありますが、使用中コネクタのネジが

傷など付かない様に埃や、グリース、アスファルト、セメントが付着した場合は取り除いて

ください。

９．コネクタの配線および技術仕様９．コネクタの配線および技術仕様９．コネクタの配線および技術仕様９．コネクタの配線および技術仕様

9.1　コネクタ配線9.1　コネクタ配線9.1　コネクタ配線9.1　コネクタ配線

　

(２９)



9.2　技術仕様9.2　技術仕様9.2　技術仕様9.2　技術仕様

9.2.1　デジタルコントローラ9.2.1　デジタルコントローラ9.2.1　デジタルコントローラ9.2.1　デジタルコントローラ 　　9.2.2　デジスロープセンサー　　9.2.2　デジスロープセンサー　　9.2.2　デジスロープセンサー　　9.2.2　デジスロープセンサー

供給電圧　　　　　　　： DC24V 　　供給電圧 　：　　２４V

入力電源範囲　　　　： DC11V　～　３０V 　　入力電源範囲 　：　　ＤＣ１１～３０V

消費電流　　　　　　　：　　　　　３００ｍA以下(バルブ無）　　消費電流 　：　　２５ｍA以下

許容電圧リップル　　： ±１０％ 　　許容電圧リップル 　：　　±１０％

環境温度範囲　　　　： －１０℃～＋７０℃ 　　測定範囲 　：　　±２５％

保管温度範囲　　　　： －２５℃～＋８０℃ 　　内部解像度 　：　　０．０５％

誤極性保護　　　　　 ： 組み込み 　　直線性（０～１０％） 　：　　±０．１％

出力短絡保護回路　： 組み込み 　　0点安定性 　：　　０．１％

EMI（電磁）保護　　　： 組み込み 　　0点の温度係数 　：　　０．００５％/1℃

保護の程度　　　　　 ： IP54 　　タイムコンスタント 　：　　０．３ｓｅｃ

スイッチ出力　　　　　： 最大３A/24V 　　測定周期 　：　　２５ｍｓｅｃ

過電圧保護　　　　   ： 組み込み 　　環境温度範囲 　：　　－１０～＋７０℃

スイッチング周期　  ： ０．５～３．０Hz、PWM 　　保管温度範囲 　：　　－２５～＋８０℃

耐振動　　　　　　　　 ： 10～５５Hz、振幅 　　誤極性保護 　：　　組み込み

０．３５ｍｍ振幅 　　保護の程度 　：　　IP54

取り付け方法　　　　 ： 差し込み式 　　衝撃度 　：　　１５G,15ms

センサーケーブル長 ： 最大２０ｍ、シールド 　　耐振動 　：　　１０～５５Hz,

　　　　０．３５ｍｍ振幅

　　取り付け方法 　：　　スクリュウ止め

　　センサーケーブル長 　：　　最大２０ｍシールド

(３０)



9.2.3　ソニックスキー9.2.3　ソニックスキー9.2.3　ソニックスキー9.2.3　ソニックスキー 　9.2.4　LS250　9.2.4　LS250　9.2.4　LS250　9.2.4　LS250

供給電圧　　　　　　　： DC24V 　供給電圧　　　　　　　　　　　：　：　DC24V

入力電圧範囲　　　　： DC11V～３０V 　入力電圧範囲 　：　DC11V～３０V

消費電流　　　　　　　：　　　　　１００ｍA以下 　消費電流　　　　　　　　　　　　　：　１００ｍA以下

許容電圧リップル　　： ±１０％ 　許容電圧リップル　　 　：　±１０％

測定範囲　　　　　　　： ２０ｃｍ～１００ｃｍ 　測定範囲 　：　２５０ｍｍ

内部解像度　　　　　 ： ０．５ｍｍ 　内部解像度　　　　　 　：　±１ｍｍ

繰り返し能力　　　 　 ： ±１ｍｍ 　環境温度範囲　　　　 　：　－２５～＋７０℃

超音波周波数　　　  ： ２００KHｚ 　保管温度範囲　　　　 　：　－４０～＋８５℃

送信パルス　　　　　 ： ２５ｍｓｅｃ 　誤極性保護　　　　　 　：　組み込み

環境温度範囲　　　　： －１０℃～＋７０℃ 　EMI（電磁）保護　　　 　：　組み込み

保管温度範囲　　　　： －２５℃～＋８０℃ 　保護の程度　　　　　 　：　IP54

誤極性保護　　　　　 ： 組み込み 　耐振動　　　　　　　　 　：　１０～５５Hz,

EMI（電磁）保護　　　： 組み込み 　　　０．３５ｍｍ振幅

保護の程度　　　　　 ： IP54 　取り付け方法 　：　クランプ式

耐振動　　　　　　　　 ： １０～５５Hz, 　センサーケーブル長 　：　最大２０ｍシールド

０．３５ｍｍ振幅

取り付け方法　　　　 ： クランプ式

センサーケーブル長 ： 最大２０ｍ、シールド

(３１)



9.3 　欠陥の表示9.3 　欠陥の表示9.3 　欠陥の表示9.3 　欠陥の表示

表　示表　示表　示表　示 欠陥の内容欠陥の内容欠陥の内容欠陥の内容 出　力出　力出　力出　力 処　　　置処　　　置処　　　置処　　　置

ｎｏ　ＳＥｎｎｏ　ＳＥｎｎｏ　ＳＥｎｎｏ　ＳＥｎ 　コントローラがセンサー 　出力は出ない 　◎センサーを接続する

　を識別していない 　◎ケーブルの接続を確認する

　◎ケーブル交換

　◎センサー交換

Ｓｏｎ　ｏｕｔＳｏｎ　ｏｕｔＳｏｎ　ｏｕｔＳｏｎ　ｏｕｔ 　該当するセンサーの測 　出力は出ない 　◎センサーの取り付け高さの

ＳＬｏ　ｏｕｔＳＬｏ　ｏｕｔＳＬｏ　ｏｕｔＳＬｏ　ｏｕｔ 　定値が測定範囲から外 　　　設定を再度行う

Ｐｏｔ　 ｏｕｔＰｏｔ　 ｏｕｔＰｏｔ　 ｏｕｔＰｏｔ　 ｏｕｔ 　れている 　◎センサーの交換

ＬＡＳ　ｏｕｔＬＡＳ　ｏｕｔＬＡＳ　ｏｕｔＬＡＳ　ｏｕｔ

Ｓｏｎ　ｄＥＦＳｏｎ　ｄＥＦＳｏｎ　ｄＥＦＳｏｎ　ｄＥＦ 　センサー不良 　出力は出ない 　◎ケーブルの接続を確認する

ＳＬｏ　ｄＥＦＳＬｏ　ｄＥＦＳＬｏ　ｄＥＦＳＬｏ　ｄＥＦ 　◎ケーブル交換

　◎センサー交換

Ｅｒｒ　２Ｅｒｒ　２Ｅｒｒ　２Ｅｒｒ　２ 　バックアップメモリーが 　出力は出ない 　◎いずれかのボタンを押して

　消滅 　　　アラーム表示を確認する

　◎もう一度作業位置にセットする

　　（ゼロとセットポイント）

Ｅｒｒ　３Ｅｒｒ　３Ｅｒｒ　３Ｅｒｒ　３ 　貯蔵されていたパラメー 　出力は出ない 　◎いずれかのボタンを押して

Ｅｒｒ　４Ｅｒｒ　４Ｅｒｒ　４Ｅｒｒ　４ 　タのデータが消滅 　　　アラーム表示を確認する

Ｅｒｒ　５Ｅｒｒ　５Ｅｒｒ　５Ｅｒｒ　５ 　　　パラメータは標準値が表示

　　　されます。

　　　必要であれば再度設定

　　　する事

　◎もう一度作業位置にセットする

(３２)



9.4  感度表9.4  感度表9.4  感度表9.4  感度表

ソニックスキー/LS250 スロープセンサー

感度 デッドバンド 比例帯 感度 デッドバンド 比例帯

SE db (mm) Pb (mm) SE db (%) Pb (%)

１ ５．０ １８．０ １ ０．４０ １．６０

２ ４．０ １６．０ ２ ０．３０ １．４０

３ ３．６ １４．０ ３ ０．２０ １．２０

４ ３．４ １２．０ ４ ０．１４ １．００

５ ３．０ １０．０ ５ ０．１０ ０．８０

６ ２．４ ８．０ ６ ０．０６ ０．６０

７ ２．０ ６．０ ７ ０．０４ ０．５０

８ １．６ ５．０ ８ ０．０２ ０．４０

９ １．２ ４．０ ９ ０．０２ ０．３０

１０ １．０ ３．０ １０ ０．００ ０．２０

（３３）



１０．　モバマテック操作の要略１０．　モバマテック操作の要略１０．　モバマテック操作の要略１０．　モバマテック操作の要略

ソニックスキーソニックスキーソニックスキーソニックスキー

１．手動で希望の舗装厚にする。

２．路盤検出か丁張り検出か選択する。(上げ/下げボタンを同時に押す）

３．ソニックスキーを取りつける。（路盤検出の場合は平行に、丁張り検出の場合は直角）

　　スクリューより約３０ｃｍ前方で基準面(線）からの高さ３５ｃｍに取り付ける。

４．リターンボタンを押す。

　　短時間押すと数字を表示したままでコントローラはニュートラルになる。

　　2秒以上押すと０．０を表示しコントローラはニュートラルになる。

５．A/Mボタンを押して自動モードにする。AUTOのランプが点灯。

６．舗装中に舗装厚を変える場合は自動モードの状態で上げ/下げボタンで操作する。

　　新しいセットポイントでコントロールします。

注記注記注記注記：　表示されている数値ゼロ（０）を実際の舗装厚数値を表示させる場合はリターンボタンを

　　　　　押したままで上げ/下げボタンを押して下さい。この時は上げ/下げの出力信号は出ません。

スロープセンサースロープセンサースロープセンサースロープセンサー

１．手動で希望する勾配にします。

２．デジタルコントローラにはその時のスクリードの勾配を表示します。

３．リターンボタンを押して出力信号をニュートラルにします。

　　デジタルコントローラの表示はスクリードの表示をしたままです。

４．A/Mボタンを押して自動モードにします。AUTOのランプが点灯します。

５．舗装中、勾配を変える場合は自動モードの状態で上げ/下げボタンを押して勾配を変えます。

　　新しいセットポイントでコントローラします。

注記：　注記：　注記：　注記：　表示されている数値と実際の舗装面の勾配が違う場合は、リターンボタンを押したままで

　　　　　上げ/下げボタンを押して数値を合わせます。

感度調整方法感度調整方法感度調整方法感度調整方法

１．A/Mボタンとリターンボタンを同時に押します。

２．サイン　SE　SE　SE　SE　と設定されている数値（例えば６）が交互に表示されます。

３．この状態の時に、上げ/下げボタンを押して新しい数値を設定します。

　　感度数値１は感度が低い(デッドバンドが広い）感度数値１０は感度が高い（デッドバンドが狭い）

　　詳しくは９．４項を参照下さい。

４．A/Mボタンを押して作業モードに戻します。

(３４)


